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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第64期

当第１四半期連結
累計(会計)期間

第63期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 7,614,401 49,887,533

経常利益又は経常損失（△） (千円) △154,382 613,437

当期純利益又は四半期純損失（△） (千円) △72,046 292,467

純資産額 (千円) 6,380,548 6,484,091

総資産額 (千円) 32,559,265 33,864,298

１株当たり純資産額 (円) 258.46 263.11

１株当たり当期純利益
又は四半期純損失（△）

(円) △3.38 13.72

潜在株式調整後
１株当たり四半期(当期)純利益

(円) ─ ―

自己資本比率 (％) 16.9 16.6

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 670,202 △2,053,496

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △131,789 59,124

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) △558,660 1,276,991

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 4,609,116 4,624,932

従業員数 (名) 642 646

1　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については

　記載しておりません。

2　売上高には、消費税等は含まれておりません。

3　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載し

　ておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 642

(注) 従業員は就業人員であります。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 425

(注) 従業員は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

「第２事業の状況」における各事項の記載については、消費税等抜きの金額で表示しております。

１ 【生産、受注及び販売の状況】

　

(1) 受注実績
　

事業の種類別セグメントの名称

当第１四半期連結会計期間　　　　（自　
平成20年４月１日　　　　　　　　

    至　平成20年６月30日）　　　　　　　
（百万円）

建設事業 7,716
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(2) 売上実績
　

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間　　　　　　　　　　（自　平成
20年４月１日　　　　　　　　　　　　    至  平成20年６月

30日）　　　　　　　　　　　　　　　（千円）

建設事業 7,245,404

不動産事業 176,636

その他の事業 192,361

合計 7,614,401

(注) １　当社グループでは、建設事業以外は受注生産を行っておりません。

２　当社グループでは、生産実績を定義することが困難であるため「生産の状況」は記載しておりません。

３　当第１四半期連結会計期間において売上高総額に対する割合が100分の10以上の相手先はありません。

　

(3) 売上にかかる季節的変動について

建設事業においては、契約により工事の完成引渡しが第４四半期連結会計期間に集中しているため、第１

四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間における完成工事高に比べ、第４四半期連結会計期間の

完成工事高が著しく多くなるといった季節的変動があります。

　

　　なお、参考のため提出会社個別の事業の状況は次のとおりであります。

　

(4) 建設業における受注工事高及び完成工事高の状況

① 受注工事高、完成工事高、繰越工事高

期別 区分
期首繰越　
工事高　　
(百万円)

期中受注　
工事高　　
(百万円)

計　　　　(百
万円)

期中完成　
工事高　　
(百万円)

期末繰越　
工事高　　
(百万円)

当第１四半期累計期間　　 建築工事 16,585 3,59820,1832,17518,008

（自　平成20年４月１日 土木工事 8,135 2,12410,2593,733 6,526

　至　平成20年６月30日) 計 24,7215,72330,4445,90824,536

前事業年度　　　　　　　 建築工事 16,54820,49137,03920,45416,585

(自　平成19年４月１日　 土木工事 13,86211,83025,69217,5568,135

　至　平成20年３月31日) 計 30,41032,32262,73238,01124,721

(注)　１　前事業年度以前に受注した工事で、契約の変更により請負金額の増減がある場合、期中受注工事高に　　

　　その増減額を含んでおります。したがって、期中完成工事高にもかかる増減額が含まれております。

２　期末繰越工事高は（期首繰越工事高＋期中受注工事高－期中完成工事高）に一致します。

　

② 受注工事高

期別 区分
官公庁　　　　
　(百万円）

民間　　　　　　
　　（百万
円）

計　　　　　　
（百万円）

当第１四半期会計期間 建築工事 284 3,314 3,598

（自　平成20年４月１日 土木工事 1,403 720 2,124

    至　平成20年６月30日） 計 1,688 4,035 5,723

(注)　受注工事高のうち主なものは、次のとおりであります。

   当第１四半期会計期間 三好町 三好中学校大規模改修（１期）建築工事

中部地方整備局 平成20年度衣浦港武豊北ふ頭地区航路泊地浚渫工事

豊田市 公共下水道事業管渠築造工事（第18工区）

　

③ 完成工事高
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期別 区分
官公庁　　　　
　(百万円）

民間　　　　　　
　　（百万
円）

計　　　　　　
（百万円）

当第１四半期会計期間 建築工事 108 2,067 2,175

（自　平成20年４月１日 土木工事 2,362 1,371 3,733

    至　平成20年６月30日） 計 2,470 3,438 5,908

(注)　当第１四半期会計期間において完成工事高総額に対する割合が100分の10以上の相手先はありません。

　

④ 繰越工事高(平成20年６月30日現在)

区分
官公庁 民間 計

(百万円) (百万円) (百万円)

建築工事 841 17,167 18,008

土木工事 4,091 2,435 6,526

合計 4,932 19,602 24,536

(注)　繰越工事高のうち請負金５億円以上の主なものは、次のとおりであります。

当第１四半期
会計期間

藤和不動産㈱ （仮称）ベリスター一宮新築工事 平成21年４月完成予定

清水総合開発㈱ （仮称）ヴィークコート神宮西新築工事 平成21年12月完成予定

㈱中央コーポ
レーション

（仮称）多治見栄町マンション新築工事 平成21年11月完成予定

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が

判断したものであります。

　

(1)業績の状況

当第１四半期のわが国経済は、米国経済の減速や原油をはじめとする原材料価格の高騰が企業収益を圧

迫し、さらには物価の上昇による個人消費の落ち込み等もあり、景気の先行きは一層不透明感が強まりまし

た。

建設業界におきましては、景気の減速に伴う民間投資の頭打ち及び不動産市況の急速な冷え込み等によ

り、市場の環境はさらに厳しさを増しております。

このような状況の中、当社グループは市場の変化や顧客のニーズに機敏に対応し、総力をあげて受注の拡

大に努めてまいりました。また、原価管理の徹底と経費の削減を継続し、利益の向上を図る取り組みを行っ

てまいりました。

その結果、当第１四半期の業績は、売上高が7,614百万円、営業損失が222百万円、経常損失が154百万円、四

半期純損失が72百万円となりました。

　

(2)キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間のキャッシュ・フローは、営業活動により670百万円増加しましたが、投資活

動により131百万円、財務活動により558百万円減少したことにより、現金及び現金同等物の四半期末残高

は、前連結会計年度末に比べ15百万円減少し4,609百万円となりました。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

未成工事支出金等のたな卸資産が、1,523百万円増加し、工事未払金等の仕入債権が1,439百万円減少しま

したが、完成工事未収入金等の売上債権が、3,865百万円減少したこと等により、670百万円の資金の増加と
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なりました。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

貸付による支出115百万円等により、131百万円の資金の減少となりました。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

借入金の返済636百万円等により、558百万円の資金の減少となりました。

　

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

　

(4)研究開発活動

当第１四半期連結会計期間における研究開発費は約３百万円であります。

なお、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(5)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループを取り巻く環境は、主要事業である建設事業において公共投資の縮小や企業収益の圧迫に

よる民間投資の縮減、受注競争の激化による受注価格の下落といった経営成績に影響を与える様々な要因

を抱えております。

このような先行き不透明な環境の中で、当社グループは総力をあげて受注の拡大と収益の向上に努めて

おります。また常にコストダウンを念頭におき、原価改善に向けた取り組みと経費の削減を継続していると

ころであります。

　

(6)経営者の問題認識と今後の方針について

当社グループの中心的な建設事業は、現在厳しい経営環境にあり、受注の確保及び収益の向上を最優先に

考えております。また人材の育成や資産の有効活用を継続的に行って、経営効率の向上を図らなければなら

ないものと認識しております。

更には、住民や環境に配慮した建設工事を行っていかなくてはならないと考えております。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除去等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除去等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 62,244,000

計 62,244,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 22,072,85022,072,850
名古屋証券取引所
(市場第二部)

―

計 22,072,85022,072,850― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

徳倉建設株式会社(E00079)

四半期報告書

 9/30



(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年 月 日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年６月30日 ― 22,072,850― 2,368,032― 1,232,784

　

　

(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年３月31日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)　　
普通株式　533,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式　　　　　　　　
21,403,000

21,364 ―

単元未満株式 普通株式　136,850 ― ―

発行済株式総数 22,072,850― ―

総株主の議決権 ― 21,364 ―

(注) １ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式528株が含まれております。　

２ 「完全議決権株式（その他）」の欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式39,000株が含まれておりま

す。また、「議決権の数（個）」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数39個は含まれてお

りません。　　

　

② 【自己株式等】

平成20年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)　　　　　徳倉
建設㈱

名古屋市中区錦３丁目１
３番５号

533,000 ― 533,000 2.41

計 ― 533,000 ― 533,000 2.41

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
　４月 　５月 　６月

最高(円) 112 120 116

最低(円) 81 101 105

(注)　最高・最低株価は、名古屋証券取引所市場第二部におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成し、「建設業法施行規則」

（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成20年４月１

日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、栄監査法人により四半期レビューを受

けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(１)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,873,538 4,901,700

受取手形・完成工事未収入金等 ※5
 11,371,913

※5
 14,157,689

有価証券 ※1
 1,288

※1
 1,287

販売用不動産 1,318,467 1,264,316

未成工事支出金 3,017,270 1,550,432

不動産事業支出金 734,393 734,393

その他のたな卸資産 12,224 17,170

立替金 240,182 292,642

繰延税金資産 371,560 260,618

その他 647,653 753,146

貸倒引当金 △91,824 △95,547

流動資産合計 22,496,664 23,837,847

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,853,079 1,873,003

機械、運搬具及び工具器具備品 226,304 203,334

船舶 89,727 94,058

土地 3,872,431 3,872,431

建設仮勘定 1,400

有形固定資産合計 ※2
 6,042,941

※2
 6,042,826

無形固定資産

その他 32,119 32,586

無形固定資産合計 32,119 32,586

投資その他の資産

投資有価証券 2,150,414 2,082,784

長期貸付金 208,573 203,927

長期未収入金 1,293,831 1,296,530

破産更生債権等 187,433 224,433

繰延税金資産 148,050 176,049

再評価に係る繰延税金資産 17,937 17,937

その他 242,261 244,571

貸倒引当金 △260,958 △295,192

投資その他の資産合計 3,987,541 3,951,039

固定資産合計 10,062,601 10,026,451

資産合計 32,559,265 33,864,298
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 7,699,101 8,934,847

短期借入金 ※3
 8,625,592

※3
 8,757,827

1年内償還予定の社債 550,000 550,000

未払金 338,461 268,815

未成工事受入金 2,237,201 1,651,663

未払法人税等 63,545 95,399

完成工事補償引当金 45,830 47,316

工事損失引当金 48,736 28,018

賞与引当金 152,775 84,965

その他 598,137 698,991

流動負債合計 20,359,378 21,117,841

固定負債

長期借入金 ※3
 4,415,063

※3
 4,780,480

長期未払金 64,107 64,107

退職給付引当金 496,134 498,471

負ののれん 717,628 782,866

再評価に係る繰延税金負債 74,722 74,722

その他 51,685 61,720

固定負債合計 5,819,339 6,262,366

負債合計 26,178,717 27,380,207

純資産の部

株主資本

資本金 2,368,032 2,368,032

資本剰余金 1,527,310 1,527,310

利益剰余金 2,168,976 2,301,894

自己株式 △118,477 △118,343

株主資本合計 5,945,841 6,078,893

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 76,489 42,914

土地再評価差額金 △513,291 △513,291

評価・換算差額等合計 △436,802 △470,377

少数株主持分 871,509 875,575

純資産合計 6,380,548 6,484,091

負債純資産合計 32,559,265 33,864,298
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(２)【四半期連結損益計算書】
　　【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

売上高 ※2
 7,614,401

売上原価 7,121,070

売上総利益 493,331

販売費及び一般管理費 ※1
 715,702

営業損失（△） △222,371

営業外収益

受取利息及び配当金 20,457

為替差益 22,361

負ののれん償却額 65,238

その他 33,474

営業外収益合計 141,530

営業外費用

支払利息 63,133

貸倒引当金繰入額 3,179

その他 7,229

営業外費用合計 73,541

経常損失（△） △154,382

特別利益

前期損益修正益 313

固定資産売却益 137

投資有価証券売却益 498

貸倒引当金戻入額 42,437

その他 1,707

特別利益合計 45,092

特別損失

固定資産除却損 981

投資有価証券評価損 652

投資有価証券売却損 43

販売用不動産評価損 7,443

特別損失合計 9,119

税金等調整前四半期純損失（△） △118,409

法人税、住民税及び事業税 63,625

法人税等調整額 △105,705

法人税等合計 △42,080

少数株主損失（△） △4,283

四半期純損失（△） △72,046
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(３)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △118,409

減価償却費 44,070

負ののれん償却額 △65,238

貸倒引当金の増減額（△は減少） △37,957

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △1,486

工事損失引当金の増減額（△は減少） 20,718

退職給付引当金の増減額（△は減少） △2,337

賞与引当金の増減額（△は減少） 67,810

受取利息及び受取配当金 △20,457

支払利息 63,133

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △455

有価証券及び投資有価証券評価損益（△は益） 652

販売用不動産評価損 7,443

固定資産売却損益（△は益） △137

固定資産除却損 981

割引手形の増減額（△は減少） △62,339

売上債権の増減額（△は増加） 3,865,044

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,523,486

仕入債務の増減額（△は減少） △1,439,816

為替差損益（△は益） △22,361

立替金の増減額（△は増加） 52,460

その他の流動資産の増減額（△は増加） △178,947

その他の流動負債の増減額（△は減少） 142,567

長期前払費用の増減額（△は増加） 1,986

小計 793,439

利息及び配当金の受取額 20,706

利息の支払額 △48,398

法人税等の支払額 △95,545

営業活動によるキャッシュ・フロー 670,202
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（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △9,863

定期預金の払戻による収入 22,209

有価証券の取得による支出 △1

有形固定資産の取得による支出 △43,211

有形固定資産の売却による収入 5,795

投資有価証券の取得による支出 △12,829

投資有価証券の売却による収入 1,622

貸付けによる支出 △115,013

貸付金の回収による収入 5,298

その他の支出 △40

その他の収入 14,244

投資活動によるキャッシュ・フロー △131,789

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 14,173,630

短期借入金の返済による支出 △14,235,000

長期借入れによる収入 200,000

長期借入金の返済による支出 △636,282

自己株式の取得による支出 △134

配当金の支払額 △60,874

財務活動によるキャッシュ・フロー △558,660

現金及び現金同等物に係る換算差額 4,431

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △15,816

現金及び現金同等物の期首残高 4,624,932

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,609,116
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

会計処理基準に関する事項の変更

　重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

従来、個別法による原価法によっておりましたが、当第１四半期連結会計期間より「棚卸

資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準

第９号）が適用されたことに伴い、個別法による原価法（貸借対照表価額については収

益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。

この結果、従来の方法によった場合に比べて税金等調整前四半期純損失が、7,443千円増

加しております。
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【簡便な会計処理】

　　　　　　　　　当第１四半期連結会計期間
　　　　　　　　　（自　平成20年４月１日
　　　　　　　　　　至　平成20年６月30日）

1.棚卸資産の評価方法

 

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかな
ものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方
法によっております。

2.固定資産の減価償却費の算定方法

 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る
減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっておりま
す。

3.法人税等並びに繰延税金資産及び繰延
　税金負債の算定方法
 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年
度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニング
を利用する方法によっております。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　このうち非連結子会社及び関連会社に対する金
　　額は次のとおりであります。
　　　投資有価証券（株式）　　　　138,100千円
　　（うち、共同支配企業に対する投資の金額　
　　　　　　　　　　　　　　　　　23,000千円）

※２　有形固定資産の減価償却累計額は、3,130,475千
　　　円であります。　　

※３　下記の資産は、長期借入金1,411,926千円及び短
　　期借入金2,616,992千円（長期借入金からの振替分
　　含む）の担保に供しております。
　　　土地　　　　　　　　　　　1,023,401千円
　　　建物　　　　　　　　　　　　146,165千円
　　　投資有価証券　　　　　　　　181,380千円
　　　定期預金　　　　　　　　　　278,891千円
　　　合計　　　　　　　　　　　1,629,838千円

　４　保証債務
　　　連結会社以外の会社等の金融機関からの借入に
　　対し以下の債務保証を行っております。
　　　吉良合材プラント㈱　　　　　20,000千円
　　　従業員　　　　　　　　　　　16,634千円
 　　　合計　　　　　　　　　　　　36,634千円

※５　受取手形割引高　　　　　 1,587,188千円

 

※１　このうち非連結子会社及び関連会社に対する金
　　額は次のとおりであります。
　　　投資有価証券（株式）　　　　138,100千円
　　（うち、共同支配企業に対する投資の金額）
　　　　　　　　　　　　　　　　　23,000千円）

※２　有形固定資産の減価償却累計額は、3,116,737千
　　　円であります。　　

※３　下記の資産は、長期借入金1,471,674千円及び短
　　期借入金2,595,992千円（長期借入金からの振替分
　　含む）の担保に供しております。
　　　販売用不動産　　　　　　　　　　577千円
　　　土地　　　　　　　　　　　1,023,401千円
　　　建物　　　　　　　　　　　　222,747千円
　　　投資有価証券　　　　　　　　 26,674千円
　　　定期預金　　　　　　　　　　278,877千円
　　　合計　　　　　　　　　　　1,552,278千円

　４　保証債務
　　　連結会社以外の会社等の金融機関からの借入に
　　対し以下の債務保証を行っております。
　　　吉良合材プラント㈱　　　　　20,000千円
　　　従業員　　　　　　　　　　　17,030千円
 　　　合計　　　　　　　　　　　　37,030千円

※５　受取手形割引高　　　　　 1,649,526千円
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(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※１ 販売費及び一般管理費の主なもの

 従業員給料手当 309,123千円

 法定福利費 60,904千円

 旅費交通費 65,155千円

 保険料 23,072千円

 賞与引当金繰入額 31,655千円
 
 ※２　当社グループの売上高は、主たる事業で
　　 ある建設事業において、契約により工事の
　　 完成引渡しが第４四半期連結会計期間に集
　　 中しているため、第１四半期連結会計期間
　　 から第３四半期連結会計期間における売上
　　 高に比べ、第４四半期連結会計期間の売上
　　 高が著しく多くなるといった季節的変動が
　　 あります。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

 貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 4,873,538千円

　　　計 4,873,538千円

預入期間が３か月超の定期預金 △264,422千円

現金及び現金同等物 4,609,116千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計(累計)期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 22,072,850

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 533,863

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年6月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 60,873 3.00平成20年３月31日 平成20年６月30日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　

　　　　　該当事項はありません。
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(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っ

ておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変

動が認められないため、記載しておりません。

　

(有価証券関係)

　

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

　

(デリバティブ取引関係)

ヘッジ会計を適用しているため、記載を省略しております。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　
建設事業
(千円)

不動産事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

7,245,404176,636192,3617,614,401 ― 7,614,401

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

84,623 46,147280,531411,301411,301 ―

計 7,330,027222,783472,8928,025,702411,3017,614,401

営業利益
又は営業損失（△）

△254,79617,298 18,935△218,563 3,808△222,371

(注)　１　事業区分の方法及び各区分に属する主要な事業の内容

　(1) 事業区分の方法

　　　　日本標準産業分類及び連結損益計算書の売上区分を勘案して区分しております。

　(2) 各区分に属する主要な事業の内容

　　　　建設事業　　：土木・建築その他建設工事全般に関する事業

　　　　不動産事業　：不動産の売買及び賃貸等に関する事業

　　　　その他の事業：資材・石油類の販売、機材の賃貸、保険代理業

　

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　在外子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。　

　
　

　

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

　　（企業結合等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　共同支配企業は重要性が乏しいため、記載しておりません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

258.46円 263.11円

　
　　(注)１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額　（千円） 6,380,548 6,484,091

純資産の部の合計額から控除する金額　
（千円）

871,509 875,575

　（うち少数株主持分） (871,509) (875,575)

普通株式に係る四半期連結会計期間末（連結
会計年度末）の純資産額　(千円)

5,509,039 5,608,516

1株当たり純資産額の算定に用いられた四半期
連結会計期間末（連結会計年度末）の普通株
式の数（株）

21,314,836 21,315,910

　

２　１株当たり四半期純損失

　　　　　　　当第１四半期連結累計期間
　　　　　　　　(自　平成20年４月１日
　　　　　　　　 至　平成20年６月30日）

3.38円

1）潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

　　せん。

 

2）１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

四半期純損失　（千円） 72,046

普通株主に帰属しない金額　（千円） ─

普通株式に係る四半期純損失　（千円） 72,046

普通株式の期中平均株式数　（株） 21,315,575

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月13日

徳倉建設株式会社

取締役会　御中

　

栄監査法人

　

代表社員
業務執行社員

公認会計士　　澤田　 博　 　印

　

代表社員
業務執行社員

公認会計士　　小畑　耕一　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている徳倉

建設株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間(平

成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四

半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半

期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、徳倉建設株式会社及び連結子会社の平成20年

６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

徳倉建設株式会社(E00079)

四半期報告書

30/30


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態及び経営成績の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)ライツプランの内容
	(4)発行済株式総数、資本金等の推移
	(5)大株主の状況
	(6)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(１)四半期連結貸借対照表
	(２)四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間

	(３)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況
	四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	簡便な会計処理
	四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理
	注記事項
	事業の種類別セグメント情報
	所在地別セグメント情報
	海外売上高


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

